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「
Ｊ
ｒ
Ｌ

米
集
団
感
染

７
割
超
が
接
種
者

．【ワ
シ
ン
ト
ン
ーー
吉
田
通
夫
】
米
疾

病
対
策
セ
ン
タ
ー
（Ｃ
Ｄ
Ｃ
）は
七
月
二

十
日
、
東
部
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ツ
ツ
州
で

七
月
に
起
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
集
団
感
染
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
七

割
超
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
終
え
た
人

だ
っ
た
と
明
ら
か
に
し
た
。
ほ
と
ん
ど

が
イ
ン
ド
由
来
で
感
染
力
の
強
い

「デ

ル
タ
株
」で
、Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
接
種
者
に
も
マ

ス
ク
着
用
を
求
め
た
二
十
七
日
の
指
針

見
直
し
に
つ
な
が
っ
た
と
説
明
し
た
。

Ｃ
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
と
、
同
州
バ
ー
ン
ス

ク
ブ
ル
で
、
七
月
に
イ
ベ
ン
ト
や
集
会

「接
触
で
の
コ
ロ
ナ
感
染

リ
ス
ク
低
い
」

【
ワ
シ
ン
ト
ン
ーー
共
同
】
米
疾
病
対
策

セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
は
、
物
の
表
面
に

付
着
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ヘ
の
接

触
が
原
因
で
感
染
す
る
リ
ス
ク
は
低
い
と

し
て
、
家
庭
や
施
設
で
薬
剤
を
使

っ
た
過

度
な
消
毒
は
不
要
と
発
表
し
た
。
せ
っ
け

ん
や
洗
剤
を
含
む
拭
き
清
掃
を
す
れ
ば
、

感
染
拡
大
の
恐
れ
を
十
分
に
下
げ
ら
れ
る

と
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
、
複
数
の
研
究
か
ら
ウ
イ
ル

ス
が
付
着
し
た
表
面
に
接
触
し
た
時
の
感

染
リ
ス
グ
は

一
万
分
の

一
よ
り
小
さ
い
と

指
摘
。
ウ
イ
ル
ス
を
不
活
化
さ
せ
る
薬
剤

を
使

っ
た
消
毒
は
、
家
庭
や
学
校
な
ど
の

屋
内
で
、
感
染
者
か
感
染
が
疑
わ
れ
る
人

が
二
十
四
時
間
以
内
に
過
ご
し
た
場
合
に

だ
け
勧
め
る
と
し
た
。

ま
た
、

と
強
調
。

米
紙

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・タ
イ
ム
ズ
は
、
こ

れ
を
機
会
に
市
民
は
消
毒
よ
り
も
換
気
な

ど
に
対
策
の
重
点
を
置
く
べ
き
だ
と
す
る

有
識
者
の
意
見
を
伝
え
た
。

に
な
る
」
と
説
明
し
た
。

Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
フ
レ
ン
ス
キ
所
長
は
声
明

で

「
ウ
イ
ル
ス
量

の
多
さ
は
感
染
力
の

な
ど
を
通
じ
て
四
百
六
十
九
人
が
感
　
強
さ
を
示
唆
し
て
お
り
、
デ
ル
タ
株
に

染
。
こ
の
う
ち
三
百
四
十
六
人

（
Ｚ
　
感
染
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
は
ほ
か
の

％
）
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え
て
い
　
人
に
う
つ
す
可
能
性
が
あ
る
」
と
説

た
。
未
接
種
者
と
同
じ
量
の
ウ
イ
ル
ス

が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
デ
ル
タ
型
は
感

染
力
が
強
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
、
感
染
し
た
接
種
者
の
う
ち
約

八
割
に
当
た
る
三
百
七
十
四
人
は
発
熱

な
ど
の
症
状
が
あ

っ
た
が
、
入
院
し
た
　
を
感
染
者
の
多
さ
に
よ

っ
て
四
段
階
で

の
は
基
礎
疾
懸
が
あ
る
二
人
を
含
む
四
　
評
価
し
、
上
か
ら

二
段
階

に
当
た
る

人

（１
・

は
な
く
、

に
と
ど
ま
り
、

~¬

Ｃ
Ｄ
Ｃ

一十
七
日
に
、
全
米
各
地

「高
い
」

「か
な
り
高
い
」
と
さ
れ
る

地
域
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
も
マ
ス
ク

を
着
け
る
よ
う
指
針
を
変
更
し
た
。

1
E

」

ーノ ル 夕株「感染力最も強い」

米
Ｃ
Ｄ
Ｃ
所
長

米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）

の
ワ
レ
ン
ス
キ
所
長
は
、
新
型

コ
国
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
イ
ン
ド
由
来
の
デ
ル
タ
株

が

「
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
た
中
で
最
も
感

染
力
の
強
い
ウ
イ
ル
ス
の

一
つ
」
と
の

見
解
を
示
し
た
。
米
Ｃ
Ｎ
Ｎ
テ
レ
ビ
が

報
じ
た
。

Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
デ
ル
タ
株
は
中
東
呼
吸
器

症
候
群

（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
、
重
症
急
性
呼

吸
器
症
候
群

（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
、
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
よ
り
感
染
力
が

大
幅
に
強
り
と
指
摘
。
感
染
者

一
人
が

他
の
八
，
九
人
程
度
に
広
め
る
恐
れ
が

あ
る
と
し
た
。
ワ
レ
ン
ス
キ
氏
は
Ｃ
Ｎ

Ｎ
に
、
水
痘

（
水
ぼ
う
そ
う
）
に
匹
敵

す
る
ぐ
ら
い
の
感
染
力
が
あ
る
と
の
見

方
を
示
し
た
。
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「過度な消毒不要」

イ
ル
ス

を
吸
い
込
む
） チ

ン
接
種
が
最
も
重
要
な
戦
略

「重
症
化
や
死
亡
を
防
ぐ
に

せ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、 ヽ

|
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中
国
で
も
デ
ル
タ
株
拡
大

空
港
で
感
染
か
観
光
シ
ー
ズ
ン
警
戒

【
北
京
――
坪
丼
千
隼
】
徹
底
し
た
隔
離
や
強
制
的
な
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
抑
え
込
ん

イ
ン
ド
由
来
の
変
異
株

「デ
ル
タ
株
」

の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
。
江
蘇
省
南
京
市
を
中
心
に
感

鋼
国
測圏
日

二
百
六
十
五
人
の
感
染
を

確
認
。
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
全
国
的
に
人
の
動
き
が
活

発
化
し
て
お
り
、
警
戒
が
強
ま

っ
て
い
る
。

今
回
の
感
染
拡
大
は
、
七
月

二
十
日
に
南
京
の
国
際
空
港
で

清
掃
作
業
員
ら
の
感
染
が
確
認

さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ

る
。
搭
乗
者
の
中
に
感
染
者
が

い
た
国
際
便
で
機
内
清
掃
に
当

た
っ
た
際
に
感
染
し
、
空
港
利

用
者
ら
に
拡
大
し
た
と
み
ら
れ

る
。
中
国
は
水
際
対
策
と
し

と
指
摘
す
る
。

デ
ル
タ
株
の
感
染
力
の
強
さ

に
加
え
、
夏
体
み
で
多
く
の
人

が
移
動
し
て
い
た
こ
と
が
感
染

を
広
げ
た
。
人
気
観
光
地
の
湖

南
省
張
家
界
で
は
、
二
十
二
日

夜
の
演
劇
を

二
千
人
が
鑑
賞

し
、
集
団
感
染
が
発
生
し
た
。

染
者
が
い
た
と
み
ら
れ
る
。

北
京
で
も
張
家
界
か
ら
帰

っ

た
人
の
感
染
が
判
明
。

り

．

九
百
万

て
、
海
外
か
ら
の
入
国
者
に
数

週
間
の
隔
離
を
義
務
付
け
て
い

る
が
、
中
国
メ
デ
ィ
ア
は
空
港

の
感
染
対
策
が
不
十
分
だ
っ
た

辛̈

ヽヽ
ヽ

を
対
象
に
Ｐ
Ｃ

施
。
南
京
や
張
家
界
の
一
部
地

っ
た
。

中
国
で
は
ワ
ク
チチ

ン
は
欧
米

チ
ン
と
比
べ

2/7

２
日
、
中
国

‘
南
京
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

検
査
を
受
け
る
地
元
住
民

―‥
Ａ
Ｆ
Ｐ

・
時
事

っ
て
い
る
。
政
府
|ま
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δ響FP 尾 黒 2021年 (令 和 3年)8月 5日 (本曜 日) 12版       4

NY市 屋内飲食に些種玉』

尾ギ|  (′ .輿 )  2021年 (令和 3年)7月 29日

ノ1/・

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ロ
杉
藤
貴
浩
】
米
東
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
デ
プ
ラ
シ
オ
市
長
は
三
日
、

全
米
で
初
め
て
飲
食
店
な
ど
屋
内
施
設
利
用
者
ら
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
証

明
の
提
示
を
義
務
付
け
る
と
発
表
し
た
。
同
様
の
対
策
で
先
行
す
る
欧
州
の

一
部
で
は
反
対
デ

モ
が
発
生
し
て
お
り
、
義
務
化

へ
の
反
発
も
予
想
さ
れ
る
が
、
急
拡
大
す
る
デ
ル
タ
株
の
脅
威

に
背
中
を
押
さ
れ
た
形
だ
。

デ
プ
ラ
シ
オ
氏
は
〓

者
会
見
で

「よ
り
多
く
の

打
ち
出
し
、
西
部
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
や
連
邦
政
府
も
追
従
し

だ
」
と
し
て
理
解
を
求
め
た
。

た

れ
る
。
国
内
最
多
の
人

も
大
き
い 初

の義務付
け
規
制
再
強
化
に
懸
念

ェイス ックも同 日、

グーグルのピチヤイ最高経営責任者 (CEO)は 、
全社員に宛てたメールを公表。「ワクチン接種は、わ

れわれと周囲の健康を守るための最も重要な方法の一

つだ」として、米国内では数週間以内、国外では数カ

月内に義務化する。出社を再開 している地域 もある

が、社員の不安 :こ配慮 して自主的な在宅勤務制度を 10

月18日 まで続けることも明らかにした。

フェイスプックも、ゴーラー副社長の「米国内のオ

フ ィス tこ出社する人はすべてワクチン接種を求める」

とする社員向けメ ッセージを公表 した。同社はすで

に、仕事に支障がなければ在宅勤務も認めている。

米国では、デルタ株の拡大を受けて米疾病対策セン

ター (CDC)が 27日 :こワクチン接種者 :こもマスク着
用を求めるなど規制を強化してもヽる。

(ワシン トン・ 吉国通夫 )
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デルタ株流行急拡大

リフォルニア州の本社を含む―‐多rルは 28日 、 文フ1

コロナウイルスのワクチン

る13万人超の社員に、新

る と

れ
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最
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英イングラン ド公衆衛生庁 (PHE)は 20日 、ロン
ドンで先月開催されたサッカー欧州選手権決勝の試合
会場とその周辺で、3404人が新型コロナウイルスに感
染したとみられると発表した。当日は地元イングラン
ド代表が試合をしたためフアンが集結。会場内外の密
状態の応援で感染が広がつたとみられる。
試合はロンドン北西部のウエンプリー競技場で 7月
11爾 にあり、 6万人超の観客収容が認められていた。
入場には感染検査の陰性証明などが必要だつたが、 P
HEに よると、場内外にいた約2300人は集まつた時点
で、既 :こ感染していた可能性がある。同 7日のイング
ラ ン

209し 超ヽ :こ _上り、
とみられる。

つた

ロ ン ン・
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コ
ロ
ナ
対
策

【
パ
リ
＝
谷
悠
己
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
証
明
書

「
衛
生
パ
ス
」

の
提
示
義
務
を
拡
大
し
た
フ
ラ
ン
ス
政
府

ヘ

の
抗
議
デ
モ
が
七
日
、
四
週
連
続
で
行
わ

れ
、
金
土
で
二
十
三
万
七
千
人

（仏
内
務
省

調
べ
）
が
集
ま

っ
た
。
前
週
よ
り
約
二
万
人

多
く
、
九
日
か
ら
の
本
格
導
入
を
前
に
抗
議

の
意
思
を
示
し
た
。

「接
種
証
明
」提
示
拡
大
控
え

Ａ
Ｆ
Ｐ
通
信
に
よ
る
と
、
マ
ク
ロ

ン
大
統
領
の
保
養
先
に
近
い
コ
ー
ト

ダ
ジ

ュ
ー
ル
地
方
の
ト
ゥ
ー
ロ
ン
で

は
パ
リ
よ
り
多
い

一
万
九
千
人
が
デ

モ
に
参
加
。
マ
ク

ロ
ン
氏
を
批
判
す

る
声
が
多
く
上
が

つ
た
。

衛
生
パ
ス
は
、
関
連
法
の
違
憲
性

を
審
査
す
る
仏
憲
法
会
議
が

「
合

憲
」
と
判
断
し
た
，

ベ
ス
ト
運

動
」
が
発
生
当
初
に
鶴
％
の
共
感
を

集
め
た
こ
と
に
比
べ
、
今
回
の
デ
モ

は
国
民
的
な
理
解
を
得
て
絆
る
と
は

言
い
難
い
。
マ
ク
ロ
ン
氏
は
仏
誌
パ

リ

・
マ
ッ
チ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
デ

モ
参
加
者
を

「
理
性
を
失
い
、
民
主

主
義
を
脅
か
し
て
い
る
」
と
非
難
し

た
。

大統領保養先近くに1.9万人
通
機
関
、
病
院
な
ど
で
の
提
示
が
義

務
付
け
ら
れ
る
。
入
店
後
に
不
携
帯

が
確
認
さ
れ
た
人
に
は
百
三
十
五
評
．

一
方
、
抗
議
デ
モ
ヘ

で
は
、

コ
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新型コロナウィルス感染拡大を受け,政府や一部医学関係者から「策が尽
きた」との声が聞こえている。早期発見と隔離, フクチンタ緊急事態宣言
等で用いられてきた対策以外に有効な施策がないとの意見には同意できな
い。彼 らが感染拡大の可能性の指標 とする人流は,た とえあったとして
も,人と人の交わりの場において実効性のある対策がとられれば,必ずし
も感染は広がら ずであるヽ

その意味で , の理解が進み , 空気感盤至主たる経路であると考
えられるようになつている現在,対応すべきことは明らかである。すなわ
ち,最新の知見を踏まえれば,対策が尽きてしまったと言うほどのことはな
されていない。未だ様々な方法が残されてお り,それ らによる感染拡大の阻
止は可能である。

1)ウイルス対応マスクによる,日腔から空間に放出されるエアロ
ゾルの量と,他者からのエアロゾル吸入の抑制
ウイルス対応の,すきまの少なし は盛染豊か_ら 2クィルス排出
抑えると同時に 非感染 がエアロ ル ル リス

小さくでき,相乗効果があることは周知の で,若者を中心
に広く使われている

は,直接下気道Pア
い ぃ_吸い込まれ肺炎のリス

い コ ロ

の

空気感染

マ ス

リウレタン のマ ス の マ

夕を高める粒子径 5 in のエアロ ル
`ワ止に無力である これもすでに広く知られていることであり,た とえば感染ffi*Wa i'^,r yr'l* 公共の で

ク着用が罰則付きで義務化 され,ゥ レタンマスク の
2021年 8月 18日

マ ス

止 される.

世話人 :本堂 毅 (東北大学大学院理学研究科 )
平田光司 (高エネルギー加速器研究機構 )

賛同者 :西村秀― (国立病院機構仙台医療センター臨床研究部ウイルスセンター)仕 玉玉,L

5/7
★西村秀一氏著「新型コロナの大誤解」幻冬舎

口腔 か
ごヽ‐
C ノンリス

sftv「 ■■Li」 が空間 る量 じ
ル滞留濃度を下げることで感染抑止は可能なはずであ

。理論的にもエアロゾ

リ,少なくとも以下に
挙げる 2つ方向において対策の余地は大きい。



佐藤正明氏

(東京新聞)
「―笑両断」

デルタ株の危険性
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少
量
で
感
染
　
　
　
急
激
に
増
殖

↓

↓

‐

“
ノヽ
量
iこ

放
=L口暉

Em

マスクなしの
会議だと…

＼ `

(東京新聞)

段違いの感染力専門家警鐘
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
デ
ル
タ
株
の
勢
い
が
衰
え
な

い
。
全
国
の
新
規
感
染
者
の
九
割
以
上
、
関
東
の
新
規
感
染

者
の
９９
％
を
占
め
る
と
推
定
さ
れ
、
従
来
株
か
ら
ほ
ぼ
置
き

換
わ

っ
た
。
デ
ル
タ
株
は
人
の
細
胞
に
く

っ
つ
き
や
す
く
、

こ
れ
ま
で
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
感
染
力
だ
と
専
門
家

は
警
告
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（増
井
の
ぞ
み
）

L

錢

枯
れ
葉
（従
来
株
）の
よ
う
に
払
え
な
い

=

「
デ
ル
タ
株
の
感
染
力
が
強

い

一
番
の
理
由
は
、
細
胞
に
取

り
付
く
力
が
強

い
と
い
う

こ

と
」
と
、
感
染
症
に
詳
し
い
森

島
恒
雄

ｏ
愛
知
医
科
大
客
員
教

授
＝
写
真
――
は
指
摘
す
る
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
質
と
呼
ば

れ
る
と
げ
に
覆
わ
れ
、
こ
の
と

げ
で
人
の
細
胞
に
く

っ
つ
い
て

侵
入
す
る
。
デ
ル
タ
株
は
、
と

げ
に

「
Ｌ
４
５
２
Ｒ
」
と
い
う

変
異
が
起
き
て
少
し
形
が
変
わ

り
、
細
胞
に
が

っ
ち
り
つ
く
よ

う
に
な

っ
た
と
い
う
。

デ
ル
タ
株
を
、
森
島
さ
ん
は

「
ひ

っ
つ
き
虫

」
に
例
え
る
。

雑
草
の
オ
ナ
モ
ミ
の
実
は
鋭
い

と
げ
に
覆
わ
れ
取
れ
に
く
い
。

デ
ル
タ
株
も
肺
の
細
胞
に
つ
い

た
ら
離
れ
に
く
い
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
従
来
株
は

「
枯

れ
葉
」
だ
と
い
う
。
枯
れ
葉
が

つ
い
て
も
手

で
払
え
ば
落
ち

る
。
従
来
株
は
細
胞
に
つ
い
て

も
離
れ
や
す
く
感
染
力
が
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
か

っ
た
。

「
デ
ル

タ
株
が
広
が

っ
た
現
状
は
、
小

さ
な
小
さ
な
ひ

っ
つ
き
虫
が
空

気
中
に
漂

っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

だ
」
と
森
島
さ
ん
は
話
す
。

鵞

α饉謝D

Ｘ
東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
会
議
の
資
料
を
基
に
作
成

45分

6/7

デルタ株

rハ
ЧV

ト
メ1
′
がいし
10

ヽ

20分
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「自由や個人の選択の問題ではない」
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尾身会長

´ヽ

【
ワ
シ
ン
ト

ン

い
時
事
】
バ

ン

九
日
、
国
民
向
け
に
演
説
を
行
い
、

を
抱
え
る
企
業
に
対
し
、
従
業
員
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
か
、

掛
け
を
強
化
す
る
狙
い
が
あ
る
。

バ
イ
デ
ン
氏
は
演
説
で

「
（ワ
ク
チ

自
分
や
周
り
の

人
々
を
守
る
こ
と
だ
」
と
強
調
。
ワ
ク
チ
ン
に
否
定
的

な
市
民
ら
に
接
種
を
呼
び
掛
け
た
。
米
国
の
労
働
者
の

三
分
の
二
に
当
た
る
一
億
人
が
今
回
の
措
置
の
対
象
．

■口■口■■■
|||
■■

■口■ロロ哺■

２
～
３

行
動
緩
和
「宣
言
解
除
後

資料 11
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2021年 (令和3fi:::::i:;;ヨ
ll

衆
院
厚
生
労
働
委
で
答
弁
す
る

政
府
の
感
染
症
対
策
分
科
会
の

一一一欝

´1●

L_

し:

政
府
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進

展
を
条
件
に
検
討
し
て
い
る
行

動
制
限
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、

「
接
種
率
が
上
が

っ
た
か
ら
と

い

っ
て
、
制
限
を
急
に
緩
め
る

と
必
ず
リ
バ
ウ
ン
ド
が
来
る
」

と
指
摘
。
緊
急
事
態
宣
言
下
で

も
飲
食
店
で
の
酒
類
提
供
や
大

規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
認
め
る

方
針
で
あ
る
こ
と
に
は

「宣
言

を
解
除
し
た
後
、
感
染
が
落
ち

着
い
て
き
た
時
に
徐
々
に
や

っ

て
い
く
の
が
こ
れ
か
ら
取
る
道

だ
」
と
、
あ
ら
た
め
て
宣
言
解

除
後
に
実
施
す
る
べ
き
だ
と
の

考
え
を
示
し
た
。

二
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終

え
た
人
を
対
象
に
し
た

「
プ
ー

ス
タ
ー
接
種
」
に
関
し
て
は
、

有
効
性
を
示
す
デ
ー
タ
が
あ
る

と
し
て
、
政
府
に
早
期
検
討
を

求
め
た
。
そ
の
上
で
、
フ
ク
チ

ン
が
行
き
届
い
て
い
な
い
国

ヘ

の
配
慮
と
し
て
、
日
本
か
ら
台

湾

へ
の
無
償
提
供
を
例
に

「
国

際
社
会
の

一
員
と
し
て
、
余
裕

が
あ
れ
ば
そ
う
い
う
貢
献
も
同

時
に
考
え
る
べ
き
だ
」
と
話
し

た
。
　

　

　

（
曽
田
晋
太
郎
）

７
‥

／

／
７
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政
府
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
分
科
会
の
尾
身

茂
会
長
は
十
五
日
、
衆
院
厚
生

労
働
委
員
会

の
開
会
中
審
査

で
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
収
東
時
期

に
つ
い
て

「
ヮ
ク
チ
ン
を
頑
張

っ
て
接
種
し
て
も
ゼ
ロ
に
は
で

き
な
い
の
で
、
当
分
闘
い
を
続

チ
ン
や
治
療
薬
が

ど
こ
に
で
も

あ
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
じ

よ
う
に
、
社
会
の
不
安
感
が
な

く
な
る
に
は

二
、
三
年
か
か
る

の
で
は
な
い
か
」
と
の
見
通
し

く
」

た

す
べ

未
接
種
者
へ
の
働
き

尾
身
茂
会
長
　
１５
日
、
国
会
で

】
】


